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研究成果の概要（和文）：３年間の研究では聴覚・視覚刺激と振付言語の関係性についての考察を行った。１）
身体運動と、モーションキャプチャー、サウンドモーフィングシステムとの相互関係に着目し、環境システムが
身体知覚をどこまで拡張し、芸術表現に具体的な手法として影響を与え得るか、２）１）の結果から、カメラト
ラッキングによるモーションキャプチャーに着目し、空間・時間・芸術性・技術性から、システムのパラメータ
ー設定を再検証、３）２）の結果を踏まえ、舞踊作品”TranSenses"を創作し、Japan Society NY,Tangente 
Montrealにて発表。各専門研究家、批評家からの有意義な評価を得た。

研究成果の概要（英文）：The three-year research investigated the relationship between visual and 
auditory stimulations and choreographic vocabularies. It first focused on the interrelationship 
between body movement, motion capture, and sound morphing systems and studied how those surrounding 
systems expanded the perception of the body and whether it could become an actual tool in 
influencing performance arts expressions. Based on the results of our first study, the research 
focused on motion capture using camera tracking. It reinvestigated the system parameters from 
spatial, temporal, artistic, and technical standpoints. The research results were applied to a dance
 piece titled TransSenses, which was presented in Japan Society in New York and Tangente in 
Montreal, receiving meaningful reviews from experts and critics.

研究分野： 舞台芸術演出論・身体論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現代の舞踊舞台芸術における表現メディ
ア研究の大きな課題に、多様化した身体言語
における、新たな表現技法や鑑賞視点を見出
す具体的な演出方法論の考察が挙げられる。 
 
研究代表者は、日常的な動作から独自の抽象
的な運動に至る様々な舞踊振付語彙と、視聴
覚刺激を含めた統合感覚領域の影響を含む
新たな演出論や鑑賞法のリテラシーを見い
だす考察をテーマとし、以下の内容を中心に
研究課題を考案した。 
 
□メディアとしての身体（表現者）と、それ
を取り巻く周囲の環境システムが与える舞
踊運動現象についてのリサーチと分析。 
□環境システムが身体知覚をどこまで拡張
し、芸術表現に具体的な手法として影響を与
え得るかを考察するための、具体的演出方法
の考察。 
□使用する環境システムのテクノロジーの
変化や調整により、身体表現の技法や提示、
演出方法がどのように変容するかについて
の考察。 
 
２．研究の目的 
 
□舞台芸術の“発信”と“受信”の関係性上
に立ち現われる表現内容の核を、聴覚と視覚
の統合感覚におき、舞台体験を感覚・知覚か
らの身体の思考と捉え直し、芸術における表
現メディア研究を実践的・学術的に実施する
こと。 
□生身の身体が表現メディアである舞踊芸
術の領域において、身体とテクノロジーの関
連性の中で、知覚、思考、感覚が具体的な手
法にどのように影響を与えるかについて、デ
ータ分析や映像資料を用いて、かつ身体のア
ナログ性も踏まえて、客観的・主観的にも
様々な視点から考察すること。 
□現代の多様な映像表現をはじめとする視
覚的効果が主となる芸術領域で、聴覚刺激を
主とした視覚刺激への統合感覚の効果を重
要視した研究を狙いとする。表現内容と技術
が確実に結びついたアートとサイエンス研
究の１実証例を、実践研究発表として国内外
に広く提示することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 １つの振付・演出理論モデルを設定し、舞
台作品創作プロセスとして「表現と技術」、
「現象と論理」に研究ポイントを分け、工学
的な分析・リサーチを通し、段階的に課題を
明確化する実践研究方法を思考。舞踊の表現
メディアとしての身体運動と、聴覚刺激から
感知する身体の知覚感覚について、芸術的・
科学的双方の観点から考察。 
 
１）舞踊言語が生み出す空間性、感覚・知覚
について、環境技術を用いたリサーチ・分析。

どのような舞踊言語と環境設定が必要か、実
践研究を通して考察。 
２）身体の舞踊言語の空間性と、視覚・聴覚
刺激から受ける作用・影響・変化についての
リサーチ・分析を実施。 
１）２）をふまえた上で、サウンドモーフィ
ングと舞踊言語の関係性の考察に焦点を絞
り、表現技法の考察と実践研究を Concordia
大学の SenseLab や Topological Media Lab 
(TML)、Hexagram 、及び、国内への招聘に
て実施。舞踊言語の設定にあたっては、身体
の内部から生じる運動エネルギーを出発点
とし、基本となる姿勢別に運動のスケール、
サイズ、強さを計測した。また、そのそれぞ
れの条件化の身体運動に音の素材を対応さ
せ、その相互作用によるモーフィング状態を
精査した。 
 
 基本的な実験工程にて、a)モーションキャ
プチャーの種類の設定、b)舞踊言語の運動デ
ータ・質の記録と検証、c)パラメーター設定
の検証、の３段階の実験プロセスを繰り返し、
サウンドモーフィングと舞踊言語の相互作
用が生じる安定した機構を確立した。その上
で、舞台作品としての演出意図と効果の誤差
を検証し、作品の時間進行（構成）を演出効
果と共に構成。音のリズムや時間経過に即し
た振付ではなく、身体の運動自体が時間進行
を牽引する即興性を含む環境を設定。身体を
インターフェースとする舞踊言語と音楽演
奏の相互作用関係、及び、その現象の変容に
ついての考察を行なった。 
 
４．研究成果 
  
 本研究では、工学技術が表現メディアとし
ての身体を、支配したり打ち消したりするよ
うな機構とならないよう注意し、生身の身体
表現のライブ性とその表現力を十分に強化
する空間環境システムにて実験を行う必要
があった。最先端のテクノロジーを駆使する
ことを優先するのではなく、あくまで有機的
な身体表現の内面性をも含む芸術性をいか
に時間・空間現象に生じさせていくことがで
きるか、に焦点を当てた。 
 
□基本システムの構成 
表現者の身体性から設定した独自の舞踊言
語と、演奏家が設定した音素材に最も適し、
舞台作品としてどこでも上演可能である故
に、様々な条件下で実践研究した後、アクト
エリアにグリッドを設定し（不可視）、カメ
ラトラッキングによりリアルタイムで捉え
た身体運動を SDI Convertor でコンピュータ
ーに取り込み、データ化し、設定したパラメ
ーターによって音がモーフィング効果を生
じさせるという極めてシンプルな、身体運動
との相互作用を持つサウンドモーフィング
システム環境を構築した。トラッキング用の
カメラは低照度下で被写体を捉え、赤外線を



よく反射する人体などを別の物体との差異
を大きくして撮影できることから、赤外線カ
メラを用いた（図①参照）。 

図①TranSenses ハードウェア・サーキット図(Navid Navab 作) 

 

□舞踊言語・音素材の選択 
振付創作、音楽創作の内容については、音楽
や環境情報の変化を受容する“インターフェ
ースとしての身体の変容・変身”をテーマと
したことから、舞踊言語、音素材がそれぞれ
持つ意味や背景が、身体の知覚・感覚の変化
から生じる様々な現象の変容発展を見るこ
とを前提とし、以下のように設定した。 
 
舞踊言語：スケールの小さいミニマルな運動
からダイナミックなスケールの大きい運動
への変化を４段階に分け、①静止（座った状
態）、②上半身の円運動（座った状態、運動
スケールは徐々に変化）、③スケール小〜大
の日常的な所作、④動作の目的を持つ激しい
全身運動（立った状態、運動スケールは徐々
に変化）、⑤動作の目的を持たない抽象的な
全身運動（立った状態、運動スケールは徐々
に変化）、⑥空間制限の中での目的を持つ動
作または、抽象的な動作、など各種予め振付
したもの。 
 
音・音楽素材：①アジアの様々な地域におけ
る各儀礼において象徴的に使用される楽器、
声、歌、②動物の鳴き声、③自然環境音、④
抽象的な電子音。 
 
□インターフェース、生身の身体の課題 
実践研究を進める上で問題となったのは、シ
ステム自体のシンプルさに反し、工学的環境
と身体運動の間で生じる誤差やエラーの多
発であった。聴覚的情報を表現者が捉え、振
付を実行する身体が、次の舞踊言語（即興性
を含む）を瞬時に選択していくという構造を
持つため、①インターフェースのアナログ性
（人間の身体がインターフェースとして機
能する、身体運動と音楽の相互循環作用構造
における）、②空間環境の変化によるデータ
の差異（照明の明度の差異、トラッキング用
カメラのアングルの差異、他）などの主な理
由により、異なる時間・空間環境でのパラメ
ーター設定が安定するに至るまで、繰り返し

身体のデータを取り、検証を重ねる必要があ
った。しかし、この誤差やエラーこそが、本
研究における重要な要素である「生身の身体
の表現を工学機械がどのように有機的に扱
うことができるか」、という問題にもつなが
るテーマでもあった。 
 
舞踊言語は、身体の内部から生じる微細な運
動にも焦点を当て、内的な衝動や感覚的なも
のがどれだけ空間や環境に影響することが
可能かを見ていくため、モーションキャプチ
ャーのパラメーターを繊細なレベルに設定
するセクションも用意し、誤差やエラーを減
少させていった。極端な例としては目の動き、
指の先端の動きをもデータ化する設定で試
験的実験を行い、先端工学がどれだけ生身の
身体の表情、運動を読み取り、音や空間演出
の聴覚的効果に反映できるかを見た。その際、
テクノロジーの機構に身体を当てはめてい
くのではなく、あくまで、生身の身体を表現
媒体であり、インターフェースでもある、と
捉えた環境下でその運動をデータ化した。そ
して、音楽、映像表現につなげていく工学テ
クノロジーと身体をいかに有機的に接続し
ていくかを課題とした。そのため、①舞踊言
語や音素材の再精査、②新たな環境ごとに必
要となるモーションキャプチャー、及びモー
フィングシステム計算方法の確認、③表現に
おけるインプロフィゼーションの意義とそ
の演出的効果の検証、といった作業プロセス
を重ねて実験を行った。 
これらの実験を通し、聴覚刺激（情報）を身
体＝インターフェースを通過させて舞踊表
現へと変換し、その情報を改めて聴覚情報へ
と還元させていく循環構造を持つ舞台空間
機構を確定。舞踊や身体表現における知覚か
ら感覚への影響と行為の変化という、曖昧で
はあるが舞踊表現においては極めて重要、か
つ確実に身体上に生じる現象を、運動の変化
現象に置き換え、データ化し、知覚・感覚の
変化を表現内容へと昇華させた。 
 
 聴覚知覚を通して生じた感覚による運動
の微細な変化や予測不可能な所作・運動を、
データ化・記録し、順次表現技法に影響を与
える重要な一つの要素（トリガー）として捉
えて考えることは、知覚を通した身体の感覚
の変化や表現思考回路への考察である、と言
い換えることができる。つまり、身体表現と
工学環境システムの相互作用的循環構造上
における、知覚・感覚の存在とその変化の繊
細さ、曖昧さにあえて焦点をあて、それらを
１つの重要な情報として可視化し、表現技法
への働きかけとして観察する、という新たな
重要な研究視点を投げかけることを可能と
した。またこのことは、身体表現・技法と工
学環境システムの関係性において、聴覚のみ
ならず、視覚や触覚などのリサーチ・分析へ
の課題設定や問題意識を改めて見直す視点
を得ることができるはずである。 



 
実践研究の最大の成果としては、これらの実
験研究内容を具体的演出方法に反映したマ
ルチメディア舞踊作品 TranSensesを創作し、
作品のコンセプト、テクニカルライダー、演
出機構を第１段階の実験成果として固定し、
複数の舞台上演を成功させたことが挙げら
れる。最終的には、視覚効果演出を加えるた
め、サウンドモーフィングと連動した映像モ
ーフィングも取り入れ、試験的に国内外（モ
ントリオール、東京、松本）の研究会にてプ
レゼンテーションを実施した（2015-2016 年）。
そして、2017 年 1月、ジャパン・ソサエティ
NY、4 月カナダ、モントリオールのダンス機
関 Tangente からの招聘公演（図②〜④参照）
にて、これまでの実践研究成果の芸術性、演
出効果を更に高めた内容を発表。各専門研究
家、振付家、批評家などから、各領域メディ
アにおいて有意義なフィードバックを得た。 

図②舞踊作品 TranSensesより（2017年 4月 27-30日、Tangente、

モントリオール） 

図③舞台作品 TranSensesより（2017年1月6-7日、Japan Society 

NY） 

 

実践的な作品上演の実践研究発表では、様々
な異なる劇場舞台機構において、身体の運動
キャプチャーが舞台照明の照度に過度に左
右され、赤外線カメラでトラッキングする身
体運動が上手くデータ化できず、モーフィン
グシステムが作動しないというエラーが生
じたが、強い赤外線照明を設定することで解
決することができた。 
 
本研究においてもっとも重要である、生身の
人間の身体の繊細さを、テクノロジーがどこ
まで浮き彫りにし、その有機性を生かすこと
ができるのか、という問題については、引き
続き多様な工学機構を用いた実践研究を重
ねて探求していく必要があり、次なる課題と
なる。 

 
図④舞台作品 TranSenses より（2017 年 4 月、Tangente,モント

リオール） 
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